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AI システムの利用者視点からのトラスト構築の考察 
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あらまし 

機械学習を用いたAI技術は実用化が進み，AI学習モ

デル（以下、AI）を搭載した製品やサービスが提供され，

応用も広がりを見せている．AI を搭載し、AI の判断に

基づき制御等を行う ITシステム（以下、AIシステム）

の開発では，従来の演繹的なソフトウェア開発に加え，

学習データに基づき，探索的・反復的に学習モデルを構

築する必要がある．学習モデルは，学習を網羅的に実施

することが困難であり，精度は 100%にならない[1]．こ

のため，AIシステムには，AIの誤判断が存在する． 

従来 AI の誤判断リスクの削減は，学習モデルの精度

向上の観点で検討されてきた．背景には，精度向上がAI

の重要な品質要件とされたことが考えられる．これは，

AIを直接利用する場合の要件としては合理的である． 

一方，AI システムにおける誤判断リスクの影響は，

AI システムを構成するソフトウェアやハードウェアの

機能で低減することも可能である．すなわち，AIの誤判

断リスクは，学習モデルを直接使う利用者には重視すべ

き品質要件であるが，AIシステムの利用者にとってはそ

うとは限らない．むしろ AI システムの利用者には，シ

ステム全体の安全性や有用性等が喫緊の品質要件になる

とされている． 

AIシステムでは，安全性や有用性等の品質要件を満た

すことによって，利用者と提供者の間にトラストが構築

される．このため，AIの品質要件として重視されている

精度が、AIシステムのトラストを構築するためにどの程

度重要であるのかは精査が必要であり，ここに筆者らは

注目した． 
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筆者らは，まず AI システムの構成とその利用を含む

トラスト階層モデルを定義（図 1）し，各層の品質要件

を検討した．また，AIシステムに組み込まれる学習モデ

ルの精度（誤判断の程度）はAIシステムのトラスト（品

質要件）に基づいて決定されるべきであると考え，各層

ごとの品質要件と品質の伝搬に関してモデル上で検討し

た．このモデルに基づけば，AIシステムのトラスト構築

に AI の誤判断リスクの影響が必ずしも大きくないこと

が示される．本論文では上記の検討についての詳細を述

べる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：トラスト階層モデル 
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